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 事例９ 林地保全に配慮した簡易架線作業システム導⼊の推進 
(東北森林管理局 三陸北部森林管理署) 

 
 
 
 
 
 
 
 
現在、丸太の搬出の多くは、森林内に作業路網を作設して⾏われて

いますが、急傾斜地においては、林地保全への配慮の観点からワイヤ
ーを⽤いて搬出を⾏う架線集材が推奨されています。⼀⽅で、対応で
きる技術者の不⾜や安全性・効率性の向上が課題となっています。 

三陸北部森林管理署では、急傾斜地等において林地保全に配慮した
森林施業を推進するため、令和 6(2024)年 9 ⽉に簡易架線作業シス
テムの現地検討会を開催しました。 

本検討会には、令和 5(2023)年度にタワーヤーダを導⼊した事業体
の協⼒の下、林業事業体等 16 団体等から 99 名が参加し、簡易架線
集材作業の実演⾒学や意⾒交換を⾏いました。 

当⽇は、無線遠隔操作によって、少⼈数で⾏う集材作業が実演さ
れ、急傾斜地における簡易架線集材の有効性・安全性が確認できたほ
か、作業道の作設が不要となることから、林地荒廃を引き起こすリス
クを低減できることが確認されました。参加者からは、具体的な作業
員の配置の仕⽅など、多くの質問が寄せられ、関⼼の⾼さが伺えまし
た。 

引き続き、急傾斜地等の林地保全に有効な作業システムとして、簡
易架線作業システム導⼊の推進に取り組んでいきます。 
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・ ( 左 ) 現 地 検 討 会 の 様 子 ( 令 和 6 ( 2 0 2 4 ) 年 9 月 )  

( 右 ) 高 性 能 搬 器 ( リ フ ト ラ イ ナ ー ) に よ る 集 材 作 業 ( 令 和 6 ( 2 0 2 4 ) 年 9 月 )  


